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先天性甲状腺機能低下症マススクリーニングガイドライン(2021 年改訂版) 

―多胎児のマススクリーニングの取り扱いについて― 

 

「先天性甲状腺機能低下症マススクリーニングガイドライン(2021 年改訂版)」（⽇本マス

スクリーニング学会、⽇本小児内分泌学会マススクリーニング委員会、2021 年 10 月 27 ⽇）

において、双胎児の取り扱いについて以下のように記載したところです。 

 

2）双胎児の取り扱いについて 

双胎児の場合、新生児スクリーニングで偽陰性となる場合があるので、2 回⽬のスクリー

ニングを⾏う。なお，双胎児の⼀⽅が先天性甲状腺機能低下症罹患児である場合、他⽅は新

生児スクリーニングが陰性であっても、後に TSH が上昇し先天性甲状腺機能低下症の診断

に⾄る場合があるため、慎重にフォローアップする必要がある。（2021 年改訂版 15 頁） 

 

その後、検査の必要性に関して、問い合わせを受けたことから、2022 年 6 月 25 ⽇、2022

年 12 月 25 ⽇に別紙のとおり追記をお示ししたところですが、引き続き、検査の必要性に

関して問い合わせがあることから、改めて、⽇本マススクリーニング学会・⽇本小児内分泌

学会内で多胎児のマススクリーニングの取り扱いについて議論を⾏いました。その結果、以

下のように見解をとりまとめましたので、お知らせします。 

 

2021 年改訂版の追記（ver.3） 

●多胎児の２回⽬以降のスクリーニングの取り扱いについてはエビデンスを集積中であり、 

⽇本マススクリーニング学会・⽇本小児内分泌学会として、積極的に検査を推奨する状況

ではないこと。 

●⽇本マススクリーニング学会・⽇本小児内分泌学会としては、今後、多胎児の再採血を先

⾏して実施している地域と連携してデータの収集及び分析を⾏い、次回以降のガイドラ

イン改訂の参考にしていく予定であること。 

●多胎児のマススクリーニング検査を含むマススクリーニングの実施に関しては、引き続

き、地域の先天性代謝異常等検査事業連絡会議等でご検討いただき、各自治体にて⽅針を

決めていただくことが重要であること。 

●多胎児は、単胎児に⽐べて先天性甲状腺機能低下症の発症リスクが高いことが報告され

ていることから、検査結果にかかわらず、先天性甲状腺機能低下症の症状の発現について、

注意深く経過観察を⾏っていただくことが重要であること。 
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